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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成25年7月11日(2013.7.11)

【公表番号】特表2009-522190(P2009-522190A)
【公表日】平成21年6月11日(2009.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2009-023
【出願番号】特願2008-548455(P2008-548455)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  31/06    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   3/00    　　　Ｂ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年5月24日(2013.5.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭素、水素、窒素及び酸素を含むダイヤモンド－炭素材料であって、改質立方晶ダイヤ
モンドの形態の炭素とＸ線非結晶質相の形態の炭素とが、炭素の質量において（４０～８
０）：（６０～２０）の比であり、以下の組成であるダイヤモンド－炭素材料：
　　炭素＝９１．５質量％～９５．２質量％、
　　水素＝１．２質量％～５．０質量％、
　　窒素＝２．１質量％～４．８質量％、
　　酸素＝０．１質量％～４．７質量％、
　　不燃性不純物＝０．１質量％～１．５質量％。
【請求項２】
　炭素に対して不活性な雰囲気下、密閉容器内、脱酸素平衡条件で炭素含有爆発性材料を
爆発することを含み、
　上記の爆発は、炭素含有爆発性材料を濃縮相で取り囲み、かつ、必要量の脱酸素剤を濃
縮相中に含ませて行われ、
　濃縮相中の脱酸素剤の質量と、用いる炭素含有爆発性材料の質量との比が、少なくとも
０．０１：１であり、
　以下の組成からなるダイヤモンド－炭素材料を製造することを含む、ダイヤモンド－炭
素材料の製造方法：
　　炭素＝９１．５質量％～９５．２質量％、
　　水素＝１．２質量％～５．０質量％、
　　窒素＝２．１質量％～４．８質量％、
　　酸素＝０．１質量％～４．７質量％、
　　不燃性不純物＝０．１質量％～１．５質量％、
　　（４０～８０）：（６０～２０）の質量％の比で、改質立方晶ダイヤモンド炭素と、
Ｘ線非結晶質相炭素とを含んでいる。
【請求項３】
　上記脱酸素剤として、残留性を有する無機組成物又は有機組成物を用い、好ましくは、
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酸素原子及びハロゲン原子を含まない残留性を有する無機組成物又は有機組成物を用いる
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　炭素含有爆発性材料の爆発合成法によって、（４０～８０）：（６０～２０）の質量％
の比で、改質立方晶ダイヤモンド炭素と、Ｘ線非結晶質相炭素とを含む、製造後に元素構
造を決定するためのダイヤモンド－炭素材料を製造すること、
　ダイヤモンド－炭素材料の元素構造を決定すること、
　３時間～５時間、０．０１Ｐａ～１０．０Ｐａの真空条件下、１２０℃～１４０℃の温
度でダイヤモンド－炭素材料を調製すること、
　急速に酸素を流し、４０秒～５０秒間燃焼することによって、１０５０℃～１２００℃
の温度下で処理すること、および
　以下の組成からなるダイヤモンド－炭素材料を製造すること、を含む、ダイヤモンド－
炭素材料の調製方法：
　　炭素＝９１．５質量％～９５．２質量％、
　　水素＝１．２質量％～５．０質量％、
　　窒素＝２．１質量％～４．８質量％、
　　酸素＝０．１質量％～４．７質量％、
　　不燃性不純物＝０．１質量％～１．５質量％、
　　（４０～８０）：（６０～２０）の質量％の比で、改質立方晶ダイヤモンド炭素と、
Ｘ線非結晶質相炭素とを含んでいる。
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